
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像データを点順次データから面順次データへ変換する画像変換装置であって、
入力する前記点順次データの奇数番目ラインからなる奇数フィールドと前記点順次データ
の偶数番目ラインからなる偶数フィールドとの一方のフィールドを記憶する第１のバッフ
ァ領域と、他方のフィールドを記憶する第２のバッファ領域とを有する画像記憶部と、
前記第１および第２のバッファ領域の一方に入力する前記点順次データを書き込む期間に
、他方の前記バッファ領域に記憶された前記偶数フィールドまたは奇数フィールドの画素
データを面順次に読出すように制御するデータ転送制御回路と、
を備えることを特徴とする画像変換装置。
【請求項２】
請求項１記載の画像変換装置であって、前記バッファ領域から読み出された面順次データ
の各ライン間に内挿補間を施した画素補間データを生成出力する画素補間回路を備える、
画像変換装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の画像変換装置であって、入力する前記点順次データを色空間変換
する色空間変換回路と、該色空間変換回路から出力された点順次データをサブサンプリン
グして前記画像記憶部に出力するサブサンプリング回路とを備える画像変換装置。
【請求項４】
請求項１～３の何れか１項に記載の画像変換装置であって、前記画像記憶部から読み出さ
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れた面順次データをオーバサンプリングするオーバサンプリング回路と、該オーバサンプ
リング回路から出力された面順次データに対して色空間変換を施す第２の色空間変換回路
とを備える画像変換装置。
【請求項５】
請求項１～４の何れか１項に記載の画像変換装置であって、前記画像記憶部に記憶済みの
点順次データと当該画像記憶部に入力する点順次データとの間でフレーム単位で一致また
は不一致を判定するフレーム内判定回路と、
前記フレーム内判定回路の判定結果に基づいて前記データ転送制御回路を制御する動作モ
ード制御回路と、を備え、
前記データ転送制御回路は、前記動作モード制御回路の制御により、前記フレーム内判定
回路が不一致を判定したときは、前記第１および第２のバッファ領域の一方に前記奇数フ
ィールドまたは偶数フィールドを書き込む期間に、他方のバッファ領域に記憶された前記
偶数フィールドまたは奇数フィールドを面順次に読出すように制御する動画表示モードに
移行し、前記フレーム内判定回路が一致を判定したときは、前記第１および第２のバッフ
ァ領域に記憶された前記偶数フィールドおよび奇数フィールドをフレーム単位で面順次に
読み出すように制御する静止画表示モードに移行する、画像変換装置。
【請求項６】
画像データを点順次データから面順次データへ変換する画像変換方法であって、
（ａ）入力する前記点順次データの奇数番目ラインからなる奇数フィールドと、前記点順
次データの偶数番目ラインからなる偶数フィールドとをそれぞれ第１および第２のバッフ
ァ領域に交互に記憶する工程と、
（ｂ）前記工程（ａ）で一方の前記バッファ領域に前記奇数フィールドまたは偶数フィー
ルドを書き込む期間に、他方の前記バッファ領域に記憶された前記偶数フィールドまたは
奇数フィールドの画素データを面順次に読出す工程と、
を備えることを特徴とする画像変換方法。
【請求項７】
請求項６記載の画像変換方法であって、
（ｃ）前記工程（ｂ）で前記バッファ領域から読み出された面順次データに対して内挿補
間を施した画素補間データを生成出力する工程、を備える画像変換方法。
【請求項８】
請求項６または７記載の画像変換方法であって、前記工程（ａ）は、
（ａ－１）入力する前記点順次データを色空間変換した後にサブサンプリングして前記バ
ッファ領域に記憶する工程、を備える、画像変換方法。
【請求項９】
請求項６～８の何れか１項に記載の画像変換方法であって、前記工程（ｃ）は、（ｃ－１
）前記バッファ領域から読み出された面順次データをオーバサンプリングした後に第２の
色空間変換を施す工程、を備える、画像変換方法。
【請求項１０】
請求項６～９の何れか１項に記載の画像変換方法であって、前記工程（ａ）は、
（ａ－２）入力する前記点順次データと前記バッファ領域に記憶済みの点順次データとの
間でフレーム単位で一致または不一致を判定する工程と、
（ａ－３）前記工程（ａ－２）で不一致と判定したときは、前記工程（ｂ）を実行する動
画表示モードに移行する工程と、
（ａ－４）前記工程（ａ－２）で一致と判定したときは、前記第１および第２のバッファ
領域に記憶された前記偶数フィールドおよび奇数フィールドをフレーム単位で面順次に読
出す静止画表示モードに移行する工程と、
を備える、画像変換方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、画像データを点順次データから面順次データに変換する画像変換装置および画
像変換方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタル・ビデオ・カメラやデジタル・スチル・カメラなどの撮影デバイスでは、各種レ
ンズからなる光学系で結像した光はＣＣＤやＣＭＯＳなどの固体撮像素子からなる撮像セ
ンサで検出されデジタル信号（画像データ）に変換された後に、色空間変換や画素補間、
輪郭強調などのデジタル画像処理を施される。その画像データの色成分の配列には、点順
次や面順次などがある。図８は、幅がｗ画素、高さｈ画素からなる画像の画素データを点
順次で配列した点順次データ、図９は、その画素データを面順次で配列した面順次データ
を示す説明図である。図８および図９中、Ｒ（赤色成分），Ｇ（緑色成分），Ｂ（青色成
分）の各色成分は”Ｒ［ｉ，ｊ］”，”Ｇ［ｉ，ｊ］”，”Ｂ［ｉ，ｊ］”（ｉ：０以上
の水平ライン番号、ｊ：０以上の垂直ライン番号）で表示されている。図８に示す通り点
順次データは、Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｒ，Ｇ，Ｂ，…のように、１画素を構成する各
色成分を画素単位で配列したものである。また図９に示す通り面順次データは、Ｒ，Ｒ，
Ｒ，…，Ｇ，Ｇ，Ｇ，…，Ｂ，Ｂ，Ｂ，…のように、各色成分をフレーム単位で配列した
ものである。
【０００３】
一般に、ＣＣＤやＣＭＯＳなどの撮像デバイスから出力される画像データは点順次データ
であるが、面順次データを表示する面順次型ディスプレイを用いる場合はその点順次デー
タを面順次データに変換する必要がある。
【０００４】
図１０は、点順次データから面順次データへの変換方法の一例を示す説明図である。撮像
デバイスで撮像され出力された点順次データ１０１は一旦、フレーム・バッファ１００に
格納され、その後、ＣＰＵなどの制御により、このフレーム・バッファ１００から、Ｒ成
分のみからなるＲフィールド（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　０）１０２Ｒ、Ｇ成分のみから
なるＧフィールド（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　１）１０２ＧおよびＢ成分のみからなるＢ
フィールド（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　２）１０２Ｂが順次読み出され面順次型ディスプ
レイで表示される。しかし、面順次型ディスプレイは、各色フィールドを時系列的に取り
込むため、被写体が動いている場合に当該被写体が各色フィールド毎に異なる位置に表示
される、所謂「色ずれ」と称する現象が起こる。図１１はこの種の色ずれの例を示す説明
図である。同図に示す通り、白一色の画像１０５から、黒色長方形１０７を含む画像１０
６Ａへと変化する動画像を表示する場合、Ｒフィールドは書込位置１０８で終了し、Ｇフ
ィールドは書込位置１０９で終了することが起こり得る。かかる場合、面順次型ディスプ
レイでは、表示画像１０６Ｂのように黒色長方形１０７は、境界線１０８ａ，１０９ａを
境にして、Ｒ，Ｇ，Ｂの全色成分が完全に暗い第１領域１０７ａと、Ｇ，Ｂの各色成分の
みが暗い赤色の第２領域１０７ｂと、Ｂ成分のみが暗い黄色の第３領域１０７ｃとなって
表示されてしまう。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記した色ずれを防ぐには、図１２に示すように、連続して入力する点順次データをフレ
ーム単位で交互に格納する第１フレーム・バッファ１１０Ａと第２フレーム・バッファ１
１０Ｂとを用意すればよい。すなわち、入力する点順次データ１１２が切替器１１１Ｒを
介して第１フレーム・バッファ１１０Ａに書き込まれる間、第２フレーム・バッファ１１
０Ｂに記憶されている点順次データが面順次に読み出され、Ｒ成分からなるＲフィールド
（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　０）１１５Ｒ、Ｇ成分からなるＧフィールド（Ｃｏｌｏｒ　
Ｆｉｅｌｄ　１）１１５ＧおよびＢ成分からなるＢフィールド（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｅｌｄ
　２）１１５Ｂの順に切替器１１１Ｆを介して出力される。また、入力する点順次データ
１１４が切替器１１１Ｒを介して第２フレーム・バッファ１１０Ｂに書き込まれる間は、
第１フレーム・バッファ１１０Ａに記憶されている画像データが面順次に読み出され、Ｒ
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フィールド１１３Ｒ，Ｇフィールド１１３ＧおよびＢフィールド１１３Ｂの順に切替器１
１１Ｆを介して出力される。
【０００６】
しかしながら、図１２に示す構成では、切替器１１１Ｒ，１１１Ｆにおける切替制御が複
雑であり、２フレーム分のバッファ領域が回路構成の大規模化、回路の電力消費量の増大
および高コスト化を招くという問題が生じる。
【０００７】
以上の問題に鑑みて本発明が解決しようとするところは、１フレーム分のバッファ領域を
用いるだけで色ずれの発生しない面順次データを出力できる画像変換装置および画像変換
方法を提供する点にある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、請求項１に係る発明は、画像データを点順次データから面順次
データへ変換する画像変換装置であって、入力する前記点順次データの奇数番目ラインか
らなる奇数フィールドと前記点順次データの偶数番目ラインからなる偶数フィールドとの
一方のフィールドを記憶する第１のバッファ領域と、他方のフィールドを記憶する第２の
バッファ領域とを有する画像記憶部と、前記第１および第２のバッファ領域の一方に入力
する前記点順次データを書き込む期間に、他方の前記バッファ領域に記憶された前記偶数
フィールドまたは奇数フィールドの画素データを面順次に読出すように制御するデータ転
送制御回路と、を備えることを特徴とするものである。
【０００９】
また請求項２に係る発明は、請求項１記載の画像変換装置であって、前記バッファ領域か
ら読み出された面順次データの各ライン間に内挿補間を施した画素補間データを生成出力
する画素補間回路を備えたものである。
【００１０】
また請求項３に係る発明は、請求項１または２記載の画像変換装置であって、入力する前
記点順次データを色空間変換する色空間変換回路と、該色空間変換回路から出力された点
順次データをサブサンプリングして前記画像記憶部に出力するサブサンプリング回路とを
備えたものである。
【００１１】
また請求項４に係る発明は、請求項１～３の何れか１項に記載の画像変換装置であって、
前記画像記憶部から読み出された面順次データをオーバサンプリングするオーバサンプリ
ング回路と、該オーバサンプリング回路から出力された面順次データに対して色空間変換
を施す第２の色空間変換回路とを備えたものである。
【００１２】
また請求項５に係る発明は、請求項１～４の何れか１項に記載の画像変換装置であって、
前記画像記憶部に記憶済みの点順次データと当該画像記憶部に入力する点順次データとの
間でフレーム単位で一致または不一致を判定するフレーム内判定回路と、前記フレーム内
判定回路の判定結果に基づいて前記データ転送制御回路を制御する動作モード制御回路と
、を備え、前記データ転送制御回路は、前記動作モード制御回路の制御により、前記フレ
ーム内判定回路が不一致を判定したときは、前記第１および第２のバッファ領域の一方に
前記奇数フィールドまたは偶数フィールドを書き込む期間に、他方のバッファ領域に記憶
された前記偶数フィールドまたは奇数フィールドを面順次に読出すように制御する動画表
示モードに移行し、前記フレーム内判定回路が一致を判定したときは、前記第１および第
２のバッファ領域に記憶された前記偶数フィールドおよび奇数フィールドをフレーム単位
で面順次に読み出すように制御する静止画表示モードに移行するものである。
【００１３】
次に、請求項６に係る発明は、画像データを点順次データから面順次データへ変換する画
像変換方法であって、（ａ）入力する前記点順次データの奇数番目ラインからなる奇数フ
ィールドと、前記点順次データの偶数番目ラインからなる偶数フィールドとをそれぞれ第
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１および第２のバッファ領域に交互に記憶する工程と、（ｂ）前記工程（ａ）で一方の前
記バッファ領域に前記奇数フィールドまたは偶数フィールドを書き込む期間に、他方の前
記バッファ領域に記憶された前記偶数フィールドまたは奇数フィールドの画素データを面
順次に読出す工程と、を備えることを特徴とするものである。
【００１４】
また請求項７に係る発明は、請求項６記載の画像変換方法であって、（ｃ）前記工程（ｂ
）で前記バッファ領域から読み出された面順次データに対して内挿補間を施した画素補間
データを生成出力する工程、を備える。
【００１５】
また請求項８に係る発明は、請求項６または７記載の画像変換方法であって、前記工程（
ａ）は、（ａ－１）入力する前記点順次データを色空間変換した後にサブサンプリングし
て前記バッファ領域に記憶する工程、を備える。
【００１６】
また請求項９に係る発明は、請求項６～８の何れか１項に記載の画像変換方法であって、
前記工程（ｃ）は、（ｃ－１）前記バッファ領域から読み出された面順次データをオーバ
サンプリングした後に第２の色空間変換を施す工程、を備える。
【００１７】
そして請求項１０に係る発明は、請求項６～９の何れか１項に記載の画像変換方法であっ
て、前記工程（ａ）は、（ａ－２）入力する前記点順次データと前記バッファ領域に記憶
済みの点順次データとの間でフレーム単位で一致または不一致を判定する工程と、（ａ－
３）前記工程（ａ－２）で不一致と判定したときは、前記工程（ｂ）を実行する動画表示
モードに移行する工程と、（ａ－４）前記工程（ａ－２）で一致と判定したときは、前記
第１および第２のバッファ領域に記憶された前記偶数フィールドおよび奇数フィールドを
フレーム単位で面順次に読出す静止画表示モードに移行する工程と、を備えたものである
。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の種々の実施の形態係る画像変換装置および画像変換方法について説明する
。
【００１９】
実施の形態１．
図１および図２は、本発明の実施の形態１に係る画像変換装置１の概略構成を示すブロッ
ク図である。この画像変換装置１は、Ｒ，Ｇ，Ｂの色成分からなる点順次データを記憶す
る画像記憶部２と、この画像記憶部２に点順次データを転送して記憶させ且つこの画像記
憶部２に記憶した点順次データを面順次で読み出して転送するように制御するデータ転送
制御回路７と、この画像記憶部２から転送された面順次データ５または６を画素補間する
画素補間回路３とを備えている。またこのような画像変換装置１は集積回路化されている
。
【００２０】
前記画像記憶部２は略１フレーム分のバッファ領域を有し、１フレームを構成する偶数番
目ラインからなる偶数フィールドと奇数番目ラインからなる奇数フィールドとの何れか一
方の第１フィールドを格納する第１バッファ領域２Ｏｄと、他方の第２フィールドを格納
する第２バッファ領域２Ｅｖとを備えている。この点順次データは、ＣＣＤやＣＭＯＳな
どの撮像センサで撮像した画像データをＡ／Ｄ変換した後に、所定のデジタル画像処理な
どを施したものであり、図８に示したような配列で画像変換装置１に順次入力する。
【００２１】
上記データ転送制御回路７はアドレス・コントローラ（図示せず）を備え、入力する点順
次データの第１フィールドを第１バッファ領域２Ｏｄに記憶するように、またその第２フ
ィールドを第２バッファ領域２Ｅｖに記憶するように転送先アドレスを制御する。またデ
ータ転送制御回路７は、入力する点順次データの第１フィールドが第１バッファ領域２Ｏ
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ｄに書き込まれる期間には、第２バッファ領域２Ｅｖに記憶した第２フィールドを読出す
ように、また第２フィールドが第２バッファ領域２Ｅｖに書き込まれる期間は、第１バッ
ファ領域２Ｏｄに記憶した第１フィールドを読出すように転送元アドレスを制御する。
【００２２】
また前記画素補間回路３は、画像記憶部２から転送される面順次データをライン・メモリ
（図示せず）に複数ライン分記憶しておき、線形補間法などにより、 フィールドを画
素補間するときは偶数番目ライン上の画素データに基づいて欠けている奇数番目ラインを
内挿補間し、 フィールドを画素補間するときは奇数番目ライン上の画素データに基づ
いて偶数番目ラインを内挿補間する。このように画素補間回路３は、画像記憶部２から転
送された面順次データをプログレッシブ・データに解像度変換して出力することとなる。
【００２３】
以上の構成を有する画像変換装置１による画像変換処理の例を、図３のフローチャートを
参照しつつ以下に詳説する。
【００２４】
先ず、図１に示すように、画像変換装置１には、ｎ番目フレーム（ｎ：１以上の整数）を
構成する点順次データ４ｎ が入力する（Ｓ１）。次いで、入力した点順次データ４ｎ の第
１フィールドの画素データが、上記データ転送制御回路７の制御により上記第１バッファ
領域２Ｏｄに書き込まれる（Ｓ２）。次のステップＳ３で第１フィールドの画素データの
入力が終了したか否かが判定され、当該画素データの入力が終了しない間は、前記ステッ
プＳ１に処理が戻り、前記ステップＳ１，Ｓ２の処理が繰り返し実行される。他方、ステ
ップＳ３で当該画素データの入力が終了した旨が判定されたときは、次のステップＳ７に
処理が移行する。
【００２５】
一方、前記ステップＳ１～Ｓ３の処理と同期してステップＳ４～Ｓ６の処理が実行される
。ステップＳ４では、図１に示すように、上記データ転送制御回路７の制御により、上記
第２バッファ領域２Ｅｖに記憶済みのｎ－１番目フレームを構成する第２フィールドが面
順次データ５として読み出され、画素補間回路３に出力される。その面順次データ５は、
図９に示したような、Ｒ成分からなるＲフィールド５Ｒ、Ｇ成分からなるＧフィールド５
ＧおよびＢ成分からなるＢフィールド５Ｂの順で読み出される。またステップＳ５で画素
補間回路３は、入力する各面順次データ５Ｒ，５Ｇ，５Ｂの各ライン間に補間ラインを内
挿したプログレッシブ・データ（面順次データ）を生成出力する。そしてステップＳ６で
第２フィールドの全画素データの読出しが終了したか否かが判定され、その読出しが終了
しない間は上記ステップＳ４に処理が戻り、上記ステップＳ４～Ｓ６の処理が繰り返し実
行される。他方、ステップＳ６で当該読出しが終了した旨が判定された場合は、次のステ
ップＳ１０に処理が移行する。
【００２６】
上記ステップＳ１～Ｓ６の後の次のステップＳ７では、図２に示すように、次のｎ＋１番
目フレームを構成する点順次データ４ｎ ＋ １ が入力する。次いで、その点順次データ４ｎ

＋ １ の第２フィールドの画素データが、上記データ転送制御回路７の制御により上記第２
バッファ領域２Ｅｖに書き込まれる（Ｓ８）。そしてステップＳ９で第２フィールドの画
素データの入力が終了したか否かが判定され、当該画素データの入力が終了しない間は、
前記ステップＳ７，Ｓ８の処理が繰り返し実行される。他方、ステップＳ９で当該画素デ
ータの入力が終了した旨が判定されたときは、次にステップＳ１３に処理が移行する。
【００２７】
一方、前記ステップＳ７～Ｓ９の処理と同期してステップＳ１０～Ｓ１２の処理が実行さ
れる。ステップＳ１０では、上記ステップＳ２で第１バッファ領域２Ｏｄに記憶された第
１フィールドの画素データが面順次に読み出され、Ｒフィールド６Ｒ，Ｇフィールド６Ｇ
およびＢフィールド６Ｂの順に画素補間回路３に出力される。またステップＳ１１では、
画素補間回路３は、入力する面順次データ６の各ライン間に補間ラインを内挿したプログ
レッシブ・データを生成出力する。そして、ステップＳ１２で第１フィールドの全画素デ
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ータの読出しが終了したか否かが判定され、その読出しが終了しない間は上記ステップＳ
１０に処理が戻り、上記ステップＳ１０～Ｓ１２の処理が繰り返し実行される。他方、ス
テップＳ１２で当該読出しが終了した旨が判定された場合は、次のステップＳ１３に処理
が移行する。
【００２８】
ステップＳ１３では画像変換装置１へのデータ入力が終了したか否かが判定され、データ
入力が終了しない間は上記ステップＳ１に処理が戻り、上記ステップＳ１～Ｓ１３の処理
が繰り返し実行される。他方、ステップＳ１３でデータ入力が終了した旨が判定された場
合、以上の画像変換処理は終了する。
【００２９】
このように上記画像変換装置１は、入力する点順次データを面順次データに変換するため
に１フレーム分のバッファ領域をもてば足りるため、従来の２フレーム分のバッファ領域
を用意していた場合と比べると、回路の小規模化や電力消費量の低減、製造コストの削減
が可能となる。また図１に示すように第１バッファ領域２Ｏｄに点順次データ（第１フィ
ールド）が書き込まれている間は、第２バッファ領域２Ｅｖに記憶済みの第２フィールド
が面順次に読み出され（Ｓ１～Ｓ６）、図２に示すように第２バッファ領域２Ｅｖに点順
次データ（第２フィールド）が書き込まれている間は、第１バッファ領域２Ｏｄに記憶済
みの第１フィールドが面順次に読み出される（Ｓ７～Ｓ１２）。このように図１に示す状
態と図２に示す状態とが交互に切り替わるため、面順次型ディスプレイにおける上述の色
ずれを確実に防止することが可能である。更に、画像記憶部２から読み出される面順次デ
ータは画素補間を施されプログレッシブ・データとして出力されるから、画質の低下を抑
えつつ色ずれを確実に防止できる。
【００３０】
尚、本実施の形態１では、好ましい形態として画像変換装置１を集積回路化しているが、
本発明では、集積回路化する代わりに記画像記憶部２の第２バッファ領域２Ｅｖと第１バ
ッファ領域２Ｏｄとを主メモリに設け、上記データ転送制御回路７の代わりにＤＭＡ（ダ
イレクト・メモリ・アクセス）コントローラを採用してもよい。すなわち、画像記憶部２
に記憶した点順次データを面順次に読み出す際、ＤＭＡコントローラは、ＣＰＵなどのシ
ステム・プロセッサ（図示せず）から転送元アドレスやデータ転送長などの初期値を指定
されて、上記第１バッファ領域２Ｏｄに上記第１フィールドが書き込まれている間は第２
バッファ領域２Ｅｖに記憶された第２フィールドの画素データを面順次に読出し、上記第
２バッファ領域２Ｅｖに上記第２フィールドが書き込まれている間は上記第１バッファ領
域２Ｏｄに記憶された第１フィールドの画素データを読み出して画素補間回路３にＤＭＡ
転送することとなる。
【００３１】
実施の形態２．
次に、本発明の実施の形態２について説明する。図４は、本発明の実施の形態２に係る画
像変換装置１０の概略構成を示すブロック図である。
【００３２】
この画像変換装置１０は、上記実施の形態１に係る画像変換装置１の構成に加えて更に、
入力する点順次データを色空間変換する第１色空間変換回路１１と、第１色空間変換回路
１１で色空間変換を施された点順次データに対してサブサンプリングを行うサブサンプリ
ング回路１２と、画像記憶部２から読み出された面順次データ１６に対してサブサンプリ
ングの逆変換（以下、オーバサンプリングと呼ぶ。）を行うオーバサンプリング回路１３
と、第１色空間変換回路１１で変換された色空間を元に戻す第２色空間変換回路１４と、
を備えている。
【００３３】
前記色空間変換回路１１は、入力する点順次データを、ＲＧＢ色空間から、例えば輝度信
号Ｌ、色差信号ａ，ｂから構成されるＬａｂ色空間に変換する。本実施の形態ではＬａｂ
色空間としてＹＣｂＣｒ色空間を採用する。またサブサンプリング回路１２は、人間の眼
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が輝度に敏感で色差に鈍感であるという事実を利用して、前記色差信号ａ，ｂを減らす処
理を行う。例えば、隣り合う２つの色差データの平均値をとり、色差データの量を１／２
に減少させる。このようにしてサブサンプリング回路１２は、輝度信号Ｌ、色差信号ａ，
ｂの比率をＬ：ａ：ｂ＝４：２：２や４：１：１などに変換できる。
【００３４】
図５は、以上の構成を有する画像変換装置１０による画像変換処理の例を示すフローチャ
ートである。図５中、図３に示したステップ番号と同じ番号を付したステップについては
略同一の処理を実行するものとして詳細な説明を省略する。
【００３５】
図５に示すように、ステップＳ１～Ｓ６においてはステップＳ１とＳ２との間に、第１色
空間変換回路１１において点順次データをＲＧＢ色空間からＹＣｂＣｒ空間に変換する工
程（Ｓ２０Ａ）と、サブサンプリング回路１２においてＹＣｂＣｒの比率を４：４：４か
ら、例えば４：２：２に減少させる工程（Ｓ２１Ａ）とが介在し、またステップＳ４とＳ
５の間には、ＹＣｂＣｒ色空間の面順次データ１６をオーバサンプリングしてＹＣｂＣｒ
の比率を４：４：４に戻す工程（Ｓ２２Ａ）と、面順次データをＹＣｂＣｒ色空間からＲ
ＧＢ色空間に戻す工程（Ｓ２３Ａ）とが介在する。またステップＳ７～Ｓ１２においては
、ステップＳ７とＳ８との間に、前記ステップＳ２０Ａと同じ色空間変換を行う工程（Ｓ
２０Ｂ）と、前記ステップＳ２１Ａと同じサブサンプリングを行う工程（Ｓ２１Ｂ）とが
介在し、またステップＳ１０とＳ１１との間には、前記ステップＳ２２Ａと同じオーバサ
ンプリングを行う工程（Ｓ２２Ｂ）と、前記ステップＳ２３Ａと同じ色空間変換を行う工
程（Ｓ２３Ｂ）とが介在する。
【００３６】
このように入力する点順次データはＲＧＢ色空間からＹＣｂＣｒ色空間に変換され、サブ
サンプリングによりデータ量を減少された後に第１バッファ領域２Ｏｄと第２バッファ領
域２Ｅｖとに格納されることから、ＹＣｂＣｒの比率に応じて画像記憶部２のバッファ領
域を削減できる。よって、更なる回路の小規模化や電力消費量の低減、製造コストの削減
を達成することが可能となる。
【００３７】
実施の形態３．
次に、本発明の実施の形態３について説明する。図６は、本実施の形態３に係る画像変換
装置２０の概略構成を示すブロック図である。
【００３８】
この画像変換装置２０は、上記実施の形態１に係る画像変換装置１の構成に加えて更に、
入力する点順次データ１７と画像記憶部２に記憶された点順次データとを比較する比較回
路２１と、この比較回路２１が出力した比較信号に基づいて入力する点順次データと画像
記憶部２に記憶された点順次データとがフレーム単位で一致するか否かを判定するフレー
ム内判定回路２２と、このフレーム内判定回路２２が出力した判定信号に基づいて後述す
る動画表示モードと静止画表示モードとの一方に切り替える切替制御信号を出力する動作
モード制御回路２３と、を備えている。データ転送制御回路７は、その切替制御信号によ
り動画表示モードと静止画表示モードとの一方から他方に切り替えられる。
【００３９】
前記比較回路２１は、入力するｎ番目フレームの点順次データと、画像記憶部２から読み
出されたｎ－１番目フレームの点順次データとを画素毎に比較し、双方が一致したときに
「Ｈ」レベルの比較信号を出力し、双方が不一致のときには「Ｌ」レベルの比較信号を出
力する。
【００４０】
前記比較信号のレベルが「Ｌ」のときは、動画像データが入力するものとして、画像変換
装置２０は上記実施の形態１に係る画像変換方法に従って動作する。この動作時の状態を
動画表示モードと呼ぶ。また、前記比較信号のレベルが「Ｌ」から「Ｈ」に変化し、フレ
ーム内判定回路２２が１フレーム内の全画素データについて一致する旨の判定信号を出力
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したときに、動作モード制御回路２３がその旨の切替制御信号をデータ転送制御回路７と
画素補間回路３とに出力することで、画像変換装置２０は動画表示モードから静止画表示
モードに移行する。
【００４１】
図７は、静止画表示モードと動画表示モードとの間の切り替え処理の例を示すフローチャ
ートである。動画表示モード時では画像変換装置２０に点順次データ１７が入力すると、
上記実施の形態１に示した処理（Ｓ１～Ｓ１３）が実行され、第１および第２バッファ領
域２Ｏｄ，２Ｅｖに点順次データが書き込まれる（Ｓ３０）。またステップＳ３１では点
順次データ１７は分岐して比較回路２１にも入力する。比較回路２１は、入力する画素デ
ータ（点順次データ）と画像記憶部２に格納された画素データとを比較し、上記比較信号
を出力する。フレーム内判定回路２２は、その比較信号のレベルが「Ｌ」のときは双方の
画素データは不一致である旨の判定信号を動作モード制御回路２３に出力し、この時、動
作モード制御回路２３は動画表示モードを維持する。次のステップＳ３３の判定処理で、
点順次データの入力が終了した場合は以上の処理は終了し、点順次データの入力が続行す
る場合は上記ステップＳ３０～Ｓ３３の処理が繰り返し実行される。
【００４２】
他方、前記ステップＳ３１で、前記比較信号のレベルが「Ｈ」のときにフレーム内判定回
路２２は双方の画素データが一致している旨の判定信号を動作モード制御回路２３に出力
する。次のステップＳ３２で動作モード制御回路２３は１フレーム分の画素データが一致
したか否かを判定し、１フレーム分の画素データが一致した場合、静止画表示モードにお
けるステップＳ４０に処理が移行する。他方、１フレーム分の画素データが一致していな
い場合は、上記したステップＳ３３に処理が移行する。
【００４３】
静止画表示モード時には、画像変換装置２０に入力する点順次データ１７はフレーム単位
で画像記憶部２に書き込まれる（Ｓ４０）。この時、データ転送制御回路７は画像記憶部
２に対して、入力する点順次データを第１バッファ領域２Ｏｄと第２バッファ領域２Ｅｖ
とにフレーム単位で記憶するように制御すると同時に、双方のバッファ領域２Ｏｄ，２Ｅ
ｖに格納した点順次データを面順次にフレーム単位で読み出すように制御する。また画素
補間回路３も、Ｒフィールド１８Ｒ，Ｇフィールド１８Ｇ，Ｂフィールド１８Ｂの順に入
力する面順次データ１８を内挿補間せずに出力する。このように出力された面順次データ
（プログレッシブ・データ）は、面順次型ディスプレイに出力されデコード処理などをさ
れた後に静止画表示される。またステップＳ４１でフレーム内判定回路２２は、比較回路
２１から出力された比較信号に基づいて、入力する画素データ（点順次データ）と画像記
憶部２に格納された画素データとが一致するか否かを判定する。前記比較信号のレベルが
「Ｈ」の間は、フレーム内判定回路２２は動作モード制御回路２３に静止画動作モードを
維持させる判定信号を出力し続け、次のステップＳ４２で点順次データの入力が終了した
と判定されるまで、上記ステップＳ４０～Ｓ４２が繰り返し実行される。他方、前記ステ
ップＳ４１において、フレーム内判定回路２２は「Ｌ」レベルの比較信号を受けた時点で
、動作モード制御回路２３に動画表示モードに移行させる判定信号を出力し、動作モード
制御回路２３は動画表示モードに切り替える切替制御信号をデータ転送制御回路７と画素
補間回路３とに出力する。これにより、動画表示モードにおけるステップＳ３０に処理が
移行する。ここで、画像記憶部２に格納された点順次データと入力する点順次データとの
間の位相が揃うまで、静止画表示モードから動画表示モードへの切り替えを遅らせてもよ
い。
【００４４】
尚、上記実施の形態２に係る画像変換装置１０と同様に、入力する点順次データに対して
色空間変換処理やサブサンプリング処理を施し、画像記憶部２から読み出された面順次デ
ータに対してオーバサンプリング処理や色空間変換処理を施してもよい。
【００４５】
このように、画像変換装置２０は動画表示モードと静止画表示モードとをもつため、動画
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表示モード時には、第１バッファ領域２Ｏｄと第２バッファ領域２Ｅｖとから交互に読出
され内挿補間を施された動画像データを出力し、面順次型ディスプレイにおいて色ずれの
無い高精細な動画像を表示でき、静止画表示モード時には、内挿補間を施されない静止画
データを出力できる。
【００４６】
【発明の効果】
以上の如く、本発明の請求項１に係る画像変換装置および請求項６に係る画像変換方法に
よれば、１フレーム分のバッファ領域をもつ画像記憶部を用いることで点順次データを面
順次データに変換できるため、２フレーム分のバッファ領域を用いていた従来の場合と比
べると、回路の小規模化や電力消費量の低減、製造コストの削減が可能となる。
【００４７】
また請求項２および請求項７によれば、奇数フィールドに内挿補間を施して得られる面順
次データと、偶数フィールドに内挿補間を施して得られる面順次データとを交互に出力で
きるため、動画像再生時において色ずれの発生しない高精細な動画像データの出力が可能
となる。
【００４８】
また請求項３および請求項８によれば、上記画像記憶部に記憶させる点順次データの容量
を減らすことが可能となる。例えば点順次データをＲＧＢ色空間からＹＣｂＣｒ色空間に
変換し、サブサンプリングでＹＣｂＣｒの比率を４：２：２に変換すると、バッファ領域
を実質２／３に減らすことが可能である。
【００４９】
また請求項４および請求項９によれば、色空間変換やサブサンプリングを施された画像デ
ータを元の色空間に戻して出力できる。
【００５０】
また請求項５および請求項１０によれば、動画表示モード時には、第１および第２のバッ
ファ領域から交互に面順次データを読出して内挿補間を施したフレームを出力し、色ずれ
の発生しない高精細な動画像データを出力でき、静止画表示モード時には、内挿補間を施
されない静止画データを出力できる。また動画表示モードと静止画表示モードとをＣＰＵ
などを用いずに自動的に切り替えられるため、ＣＰＵの処理負荷を軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係る画像変換装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る画像変換装置の概略を示すブロック図である。
【図３】実施の形態１に係る画像変換方法の処理例を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施の形態２に係る画像変換装置の概略構成を示すブロック図である。
【図５】実施の形態２に係る画像変換方法を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態３に係る画像変換装置の概略構成を示すブロック図である。
【図７】実施の形態３に係る画像変換方法の処理例を示すフローチャートである。
【図８】点順次データの色成分の配列を示す説明図である。
【図９】面順次データの色成分の配列を示す説明図である。
【図１０】点順次データから面順次データへの変換方法を説明するための図である。
【図１１】面順次データを動画表示する際に発生する色ずれを説明するための図である。
【図１２】図１１に示した色ずれの解決方法を示す説明図である。
【符号の説明】
１，１０，２０　画像変換装置
２　画像記憶部
２Ｏｄ　第１バッファ領域
２Ｅｖ　第２バッファ領域
３　画素補間回路
７　データ転送制御回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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